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令 和 ３ 年 （ 2021 年 ） 1 月 29 日  
 

立科町立 立科中学校生徒会が 

シトラスリボンプロジェクトの輪を 

全校に広げる活動を実施します 

 

 

 

 

１  目的  

 生 徒 の 家 族 や 周 囲 の 人 に は 、 医 療 従 事 者 や 、 県 を ま た い で 移 動 す る こ と が 避 け

ら れ な い 職 種 の 方 た ち も 少 な く あ り ま せ ん 。 い つ 誰 が 感 染 し て も お か し く な い 今

の 状 況 に お い て 、 生 徒 た ち は 、 感 染 症 に 対 す る 正 し い 知 識 を 持 つ こ と が 大 切 だ と

い う こ と を 学 ん で い ま す 。そ の 学 び の 中 で 、立 科 中 学 校 生 徒 会 役 員 は 、長 野 県 、立

科 町 を は じ め 、多 く の 事 業 所 が 賛 同 し て い る「 シ ト ラ ス リ ボ ン プ ロ ジ ェ ク ト 」の こ

と を 知 り 、生 徒 会 で も こ の 活 動 に 賛 同 し 、全 校 生 徒 に 広 げ る こ と を 発 案 し ま し た 。

現 在 、次 の 生 徒 集 会 に お い て 、生 徒 会 が 全 校 生 徒 に 啓 発 す る 準 備 を 進 め て い ま す 。  

ま た 、生 徒 会 の 目 的 は 、全 校 生 徒 に こ の 活 動 を 広 め る 事 で す が 、全 校 生 徒 が リ ボ

ン を 作 り 、 リ ボ ン を 各 家 庭 に 持 ち 帰 る こ と で 、 生 徒 の 家 族 に も こ の 活 動 が 広 が る

の で は な い か と も 考 え ま し た 。 立 科 中 学 校 か ら 各 家 庭 に 活 動 が 広 が り 、 さ ら に 町

内 全 体 に シ ト ラ ス リ ボ ン の 思 い や り 輪 が 広 が っ て い け ば と 思 い ま す 。  

２  生徒集会における啓発活動について  
開 催 日 時  令 和 3 年 2 月 3 日 （ 水 ） 午 前 8 時 20 分 ～ 8 時 50 分 （ 生 徒 集 会 ）  

場   所  立 科 町 立 立 科 中 学 校 （ 北 佐 久 郡 立 科 町 大 字 芦 田 3265-1）  

対   象  全 校 生 徒  

方   法  朝 の 生 徒 集 会（ 校 内 テ レ ビ 放 送 ）に お い て 、生 徒 会 三 役 が「 シ ト ラス

リ ボ ン プ ロ ジ ェ ク ト 」の 概 要 を 説 明 し 、リ ボ ン の 作 り 方 を 周 知 し ま す 。

各 教 室 に 待 機 し て い る 生 徒 会 役 員 の 生 徒 が 、 各 教 室 で リ ボ ン 制 作 を

補 助 し 、 生 徒 が 生 徒 に シ ト ラ ス リ ボ ン を 広 め る 活 動 を 実 施 し ま す 。  

新型コロナウイルス感染症の拡大が未だ続く中、シトラスリボンプロジェクト

が全国的に広がっています。立科町立立科中学校生徒会も、この活動に賛同し、

コロナ禍における人権について、生徒一人ひとりが、相手に対して思いやりのあ

る優しい気持ちで接することができるよう、啓発を進める準備をしています。2 月

の生徒集会では、生徒会役員がシトラスリボンの意味を周知し、生徒同士で教え

合い、全校でリボンを制作する活動を実施します。 
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